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国道161号を堅田方面に北上、衣川を過ぎ、奥比叡ドライブウェイへ

の道路標識を左に折れ、４～５分走ると、仰木の里に出ます。のどか

な田園風景が広がり、有名な“仰木の棚田”も目の前です。

仰木小学校、市民センター付近の家々は、日本家屋の堂々とした門構

えが並びます。近くには、平安中期に源満仲が提言したと言われる『仰

木太鼓』の太鼓会館が小高い丘の上にあり、若者たちの練習風景も見ら

れます。仰木は京から堅田、そして湖上を野洲や守山方面への交通ルー

トとしても早くから開け、源義経や一休和尚も通った道でもあります。

車行き交う湖岸通りとはまったく違い、農村のゆったりとした趣のあ

る“古里風景”を今日も見せてくれています。

青葉の５月ごろにドライブにでも。

●仰木の里　ＪＲ湖西線「おごと温泉」駅より、バス・タクシーで。

絵と文・寺田みのる

●甲賀市水口町新町１丁目3-4　●TEL：0748-60-1925
●定休日：日曜日、第３月曜日　●駐車場：３台
●営業時間：11：00～14：00、17：00～21：00（L.O.20：30）
　　　　　 ※スープがなくなり次第終了の場合あり

仰 木 の 里（大津市）
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県内の風景を描きに、寺田さんがあなたの町を訪れるかも。住所、氏名、電話番号、掲載希望場所を明記してお寄せください。
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●会場：びわ湖ホールメーンロビー（大津市打出浜15-1）
●時間：13：00～13：30　●料金：入場無料
●定員：なし（申し込み不要）　●出演：同上
●問い合せ：びわ湖ホール事業部/077-523-7150（火曜休館）

め ん  や  ど う  ま ん

●会場：同館講堂　●時間：14：00～15：00　●料金：入場無料
●定員：120人（事前申し込み不要、当日受け付け先着順）
●出演：河野正孝（オーボエ）、高森真貴子（バイオリン）
　　　 成川昭代（チェロ）、河野まり子(チェンバロ)

めん や どう まん

今、県立近代美術館で「名画につつまれる贅沢　珠玉

のヨーロッパ絵画展 ―バロックから近代へ―」が開催

されている。６月12日（日）まで。

バロックは美術や建築、文学、音楽など幅広い分野で

見られる様式。美術については、劇的な構図や明暗の

対比などによって人間の情感を豊かに表現する様式と

して 17世紀のヨー

ロッパで大流行。

今展では、17 世紀

のバロック美術と19世紀の近代絵画を中心に、

西欧油彩画のコレクター・長坂剛氏（長野市在住）

のコレクションから58点を展示している。

イタリアやスペイン、ヨーロッパのさまざまな

国の作品で構成されており、人々が日々の暮ら

しの中で愛してきた西洋絵画を通して、ヨーロッ

パ文化の香りと豊かな精神性が存分に味わえる。

展示に合わせて、５月15日（日）には同美術館で、

16日（月）にはびわ湖ホール（大津市）で、バロッ

クコンサートが開かれる。絵画と音楽の両面から、バロック芸術を味わうチャン

スをお見逃しなく。（取材・立岡）

オノリオ・マリナーリ
「聖チェチリア」

フィリップ・リンド「窓辺の子供達」 

●会場：県立近代美術館（大津市瀬田南大萱町1740-1）
●時間：9：30～17：00（入館は16：30まで）
●休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）
●料金：一般950円　高大生650円　小中生450円

●TEL：077-543-2111

甲賀市水口町にあ

る「麺屋道満」は、

カウンター８席の

みという小さな店な

がら、本格塩ラーメン

がいただけると評判の店。

今回、紹介するのは

【しおらーめん】（750円）

ミネラルたっぷりの「ヒマラヤ岩塩」

で作るスープは、あっさりとしてい

て最後まで飲

み干したくな

るおいしさ。

店主の福島道

雄さんが「スー

プまで全部、

食べてもらえ

る塩ラーメン

が作りたい」と、研究を重ねて生み

出した自信作。つるっとした食感の

ストレート麺とスープがよく絡み、

どんどん箸が進む。

自慢のチャーシューは、肉のうまみ

やおいしさを閉じ込める「真空低温

調理法」で作っている。見た目はほ

んのりピンク色でまるでハムのよう。

食感は軟らかく、

とてもジューシー。

「お客様の『おいしかっ

た！』の一言が何よりの励みになり

ます」と福島さん。客層も子どもか

らお年寄りまで幅広い。

このほか、「うめしそらーめん」（800

円）や、残ったスープにご飯を入れ

てリゾットとしても味わえる「トマ

トチーズらーめん」（850円、白ご飯

150円）なども人気。

黒と白を基調としたおしゃれな店内

も魅力で、女性同士にもオススメ。

（取材・安達）


